



































































































































































































会い，他者と関わり合うことで，自 己の認識を構築 ・深化 ・拡充していくことができる。
その過程で，「思考力」「判断力「表現力」を育むことが可能になるものと考える。
(3)「ティーチング （教える ）」 「シェアリング （共有化する）」「ケアリング （気づ
かう ）」を大切にした授業
「学びをデザインする」とは，子どもたちが主体的に学習を進めていくことである。こ
こで言う「ティーチング」とは，子どもたちが興味関心をもって学習に取り組める工夫は
もちろん，学び合いを充実させるために，授業において，学び合いを組織する教師の対応
カのことも意味する。「シェアリング」とは，学び合いの中で出た友だちのステキな考え
が他の子にも分かち合えることを意味する。さらに，「ケアリング」とは，意欲的に学習
に取り組めない子や意見をまとめて発表するのが苦手な子に対して，学び合いに入ってい
けるように寄り添ってあげることを意味する。「ティーチング」「シェア リング」「ケアリ
ング」を大切にした授業は， ．言語活動の充実につながり，さらには，「生涯にわたる学習
の基礎となる力」と「答えのない問題に向き合う力」の育成，つまり，「生きてはたらく
国語の力」の育成に大きな影響を与えるものと考える。
4. 研究の評価
学校提案の「学びをデザインする子どもたち～課題意識の深化を通して～」がどの程度
達成できたかは，子どもたちの学びの軌跡を評価しなくてはならない。そのために，授業
記録をとり，子どもたちの学びの実際をできる限り詳しく記述することにより評価した。
そこで，評価 と支援が一体となるように，単元や授業という短期的な成果と課題に加えて，
長期的な研究の成果と課題についても把握を行った。方法としては，一学期と三学期に行
う同じ系統の単元同士の比較によって行うこととした。
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